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1.はじめに

近年，多読は，英語学習者の学習意欲を促進するという研究結果(酒井・

神田， 2005; 高瀬， 2007， 2008， 2010; Yamashita， 2008) を受け，大学英語

教育に導入されている。多読と は一般的に 「多読の三原則Jである 「①辞書

は引かない，②わからないところはとばす， @つまらなければやめるJを

踏まえた上で， 100万語読破を目標に，絵本レベルで、語数も少なく簡単な内

容の本から読書を開始し，大量の本を読み， 各本について日本語で一行程

度の読書記録 (BookReport) を書く学習活動 (古川・伊藤 ，2005; 古川I， 

2006) と定義されている。

本校においても多読学習活動は導入されている。 2013年度は，1回生の

Comprehensive English A/BとCommunicativeEnglish A/Bの授業，そして 2

回生の ComprehensiveEnglish C/DとCommunicativeEnglish C/Dの授業で多

読が行われている。筆者が担当する 2回生の ComprehensiveEnglish C/Dの

授業では，大学の学習規定に従い，読書 10分，読書記録 3分，そして英語

母語話者の先生が担当するCommunicativeEnglish C/Dの授業では，読書 10

分の学習活動を行っている。つまり 2回生の学生は， 1週間に合計 20分間

の読書と 3分間の読書記録をつけ，半期に 6冊の本を読破する事を目標に多

読を行っている。その為，先行研究で定義している多読と同一の学習活動で

はなく，本校独自の多読学習活動であると言える。 そして読書記録の形式も，

学習規定の読書記録フォームを参考に， 各授業担当者が学生の習熟度や特性

を考えて独自に作成している。その為，読書記録は日本語で書く方が良いの

か，英語で書く 方が良いのか， 日英両言語で書く方が良いのか定まっていな

し、。

また学習者は，自分よ りも高い能力を持つ教師や級友とのやり取 りで学

習を発達させ習得するという Zoneof Proximal Development (ZPD)の学習習

得概念 (Vygotsky，1935; 1978に英訳出版)，そ して ZPDを基本概念として

発達した Sca町ulding(Bruner， 1985; van Lier， 1996)， Action Research (Wallace， 
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1998;佐野， 2005)，Task-based Language Learning and Teaching (Ellis， 2003)な

どを考慮すると，学習者は多読学習活動において他者と全く関わらなくても

良いのだろうか，という疑問が生じる。そこで本稿では，学習者側からの多

読学習活動の評価を調査する。

2.研究

2.1 目的

2013年度春学期から行っている読書記録の言語形式と， 秋学期から導入

した自分が読んだ本について英語で相手に 1分間話すというグループ0.ワー

クについて，学生がどの様に感じているのかを調査する。

2.2参加者

2013年度に ComprehensiveEnglish C/Dを受講している 3学部の 2回生 42

名である。英語能力の参考の為に， 1回生の終了時点である2013年 1月に

実施した英検学力試験の点数と， 学部別のク ラス習熟度を記載する(表 1)。

表 1.参加者

学部 人数 合計点 平均点 習熟度

児童 16 5247 327.94 7クラス中、 上位 4番目

心理 14 5384 384.57 5クラス中、上位 2番目

国文 12 3706 308.83 4クラス中、上位 3番目

合計 42 14337 341.36 

2. 3研究課題

先行研究(古川・伊藤， 2005;古川， 2006; 酒井・神田， 2005;高瀬，

2007， 2008， 2010; Yamashita， 2008) では分析されていない内容を取り上げる

為，以下の 2つの研究課題を設定した。

①学生は読書記録 (BookReport)を， どの言語で書きたいのか。

②学生はグループ ・ワークをどの様に思っているのか。
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2.4多読学習活動

本研究における多読学習全体の流れを，図 lに記す。多読で読む本は，大学

側が各学生の英語能力を考慮し，各自 2冊を指定し，購入させている。購入

した本は，大学指定の紙製ノくッグにクラスごとに集めて ClassLibraryとした。

教員は ClassLibraryを管理し，授業の都度，教室へ運んだ。学生は自分が読

みたい本を ClassLibraryから選び，多読を行った。本研究の学生が使用 し

た ClassLibraryの 1冊あたりの語数は， 690語から3700語で， 平均語数は

1819語であった。

多読

10分

読書記銀 グループ・ワーク

3分'"'-'4分

図1.多読学習活動の流れ

読書記録は， 2013年度春学期は日本語(付録1)で，秋学期は読書記録の

英文例(付録 2)を参考に， 英語と日本語(付録 3) で書いた。

次にグループ・ワークの手順を表 2に記載する。 2013年度春学期は，ま

だ読んでいない本が多いので，本の情報を先に与えることになる当活動は行

わなかった。しかし春学期終了時点で大多数の学生が，読書目標である 6冊

読破を達成できた。そこで，2013年度秋学期からグループ・ワークを導入

した。

なお当活動では今井 (2012)を参考に， Group Work Sheet (付録 4) を用い

て学習活動を記録した。

表 2. グループ・ワークの手順

Steo 時間 活動向容
I E分 2-3人のグループ!こ分かれる。

第1スピーカーが、自分の読んだ本について1分間英語で説明するD

2 1分 第1スピーカー以外の人は、第tスピーカーが英語で説明した同容を、自分のGrouo
Work She巴tに記録するD

第2スピーカーが自分の読んだ本について1分間葺語で説明するD

3 1分 第2スピーカー以外の人は、第2スピーカーが英語で説明した内容を、自分のGrouo
work Sheet~こ記録するロ

第3スピーカーがいる場合は、Step2や3と同様の活動を行う。

4 1分 第3スピーカーがいないグループは1分間で自分のGroupW白rkSheetの宋記入部分
を書く作業を行うD
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2. 5方法

2013年 12月 10日と 11日に，質問紙調査を行った。質問紙の様式は，量

的研究と質的研究を合わせたミックス法 (Dornyei，2007)を採用した。質問項

目の 1~ 8は，竹内 (2003，p. 254)を参考に 5件法の意識調査である量的研

究手法，そして質問項目 9は自由記述とし，質的研究手法を用いた。

3. 結果と考察

質問項目1~ 8の結果を，表 3と図 2に記す。

表 3. 質問紙調査 (5件法)結果

N= 42 項目内容 M 
1 Book Reportli、英語だけで書〈方が良い。 2.21
2 B州 R叩D内は、日本語世tl<方が良い。 3.26I 
3 Book Reportl士、英語と日本語の両方で書〈方が良い。 3.45
4 自分自t読んだ本について、英語で1分間話すGroupWo巾li、英語の勉醐こなる。 3.26

5 Group Wo巾l士、ゃった方が良い。 3.43

6 ，Group!'i9巾をする時lこ、伽叩Wo欣SfI州雄社、色位E匙たり、自分の振り返りになるので、良い。3.43

7 I命盟世世をする時iこ、包旦Wo欣Sfleetが佐主型:、操りやすい。 I3.57 
8 何も使わずに、英語で自分が読んだ本の説明を出来るようになりたい。 3.90

(注) 5二そう思う(ほぼ 100%)，4 =ややそう思う (75%程度)， 3 =どちら

ともいえなし¥(ほぼ 50%)，2 =あまりそうは思わない (25%程度)， 1 =そ

うは思わなし、(ほぼ 0%) 

I買自 1 l 40.4思% 21.4396 竺主且

1貫目 Z 30.9596 

ll.4，隣)11自3 33.33% 

I貫目 4 40.4896 7 

33.3396 主主3396 14.2曹%

0.009‘ 
33.3396 9.sa 

35.719も 35.7196 19.05'6 

1

2

、3
4

5

ロ
ロ

ロ

ロ
ロ

I買自 5

I貫目 6

I買自 7

2.38'矧

I貫目 8 ~.76%1 23.8196 

←」主竺」
0.01医込 10.01田地 20.00% 30.0096 

42.8696 28.5'河‘

40.0096 50.00% 60.0096 70.01町% 80.00% 90.0096 100.00% 

図2. 質問紙調査 (5件法)結果
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研究課題①は，質問項目 1'""'-' 3で調査した。その結果，項目3の平均値が

3.45と最も高く(表 3)，5件法で 5を選んだ学生が 21.43%， 4が 33.33%，

5と4の合計が 54.76%(図 2) と過半数を超えた事から，学生は学習記録

を英語と日本語の両方で書きたいと望んでいると明らかになった。

研究課題②は，質問項目 4'""'-'8で調査した。その結果，多くの学生は自分

が読んだ本の内容を 1分間で、相手に英語で、話すグ?ループ0.ワークについて，

英語学習の観点から有効な学習活動であると捉えていることが伺われた。

また平均値が 3.90(表 3) と最も高かった項目8の調査結果について， 5 

件法のスケール聞に差が無し、かを比較調査した。その結果，χ2(4) = 12.48， 

p二 .01で回答に有意差が認められた。そして項目 8は， 5を選んだ学生が

28.57%， 4が42.86%，5と4の合計が 71.43% (図 2) であったことから，

本研究に参加した 7割以上の学生達は， Group Work Sheetの様な会話の補助

となる物を使わずに，自分が読んだ本の内容を英語で説明できるようになり

たいと，強く望んでいることが明らかとなった。

質問項目 9は IBookReportや GroupWork Sheetについて，あなたの思い

を自由に書いて下さしリとし，質的研究の観点から自由記述調査を行った。

その結果， 42人中 37人 (88.10%)が回答 していた。総記述数は 46で， 3 

つのカテゴリーに分類した(表 4)。 自由記述の結果から，学生は学習活動

を肯定的に捉えている傾向があると分かつた。

表 4.自由記述調査結果

カテゴリー記述教 代表的な記述

自分がどんな本を読んだのかを英語で書き留めていけるのでBookRepo内I~良いと思うけど、毎回英語で書ける文
Boo k Reoort 20 

，"，VI'- '"V r~限られてしまう。 それを補う意味でも日本語も書けるのはいいと思う。(心理)

英語でBookRepo暗書くと、単語が出て来なかったりして大変でした。(国文)
日本語で書いた方が何を読んでどのようなストーリーだったか分かるが、英語を書〈力がつくと I~思えない。 (児童)

Group Woは 21 いつもGroupWork Sheetを書き終えれないので、できたら時間を延ばしてliLL'です。(心理)

Group Wo比の時聞が短い。英語の文を考えながら、しゃべっているとI分はすぐくるから延ばしてほしい。(児童)
英語で話すことが|まとんどなく、いざ話すときにとても緊張していたのですが、クループワークなとでパートナーとしゃ
べることでなれました。今では、外国の先生のときも英語で答えるようになりました。(国文)

Book ReportもGroupWo欣もあまり好きではないけど、やることに意味はあると思います。だから、続けていくほうがその他 5 v v 
いいと思います。(児童)
Book Repo代やGroupWo欣Sheetをすることによって、自分自身の葉語力が上がったと思うし、葉語にだんだん慣れ

ていけるのでよかったと思うo(心理)
英語の勉強になるから、ゃった方がいいと思う。本を読も鴨聞がもっとほしい。(国文)

(注)学生が書いた通りに記載する。
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4. まとめと今後の課題

研究課題①について，学生達は読書記録を日英両言語で書くことを望んで

いると分かつた。

そして研究課題②について，学生達はグループ ・ワークを有効な英語学習

活動であると捉えていると明らかになったことから，今後も秋学期の授業に

組み込んで続けていきたい。ただし， Group Work Sheetを書く時間と喋る時

聞が短いとの指摘(表 4) があったので グループ・ワーク全体の時間につ

いては，今後， 学生にとって最適な学習時間を見つけること が必要である。

また黛 (2013)は， CALL教室を使用して音声 CDを聞きなが ら本を読ん

でいく「聴き読みJ形式を併用した多読は，学習効果が高いと報告している。

本校の学生に最適な多読学習活動の形式を試行錯誤しながら見つけていくこ

とを，今後の課題としたい。
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付録1. 読書記録:2013年春学期

E曲 誼il'eRec捕噌 E盟主民胆丘 色一一

S旬κ包n'れb れtom，，，

謀本委療しむ3飯" ， <1溝・4胡1~/.lい 嘩掛から怠いとこるほとtます ③つまらなl刊U出噛{，

S叩kNo
Jf.t， 

このみ

脳)

出版往
{ 採附

脳}

限んだ日 月日 |酔脱出| 月日

開Eレベル 障し.~た まあまあ l!L.-ョた

脅 -最高! 申..，ても面白札、 0 まあまあ.d，...い"*'いち X つまらなかうた

..盛田嵩皐111脅-xのどれ品、で記入)( ) ・本の僻価 (合-xのどれi>'でEλ)[

内容輯介・睡想・メモ:

Sα訓kト品。
.名:

冊

-曝僻

世蝦栓・ { 眠

霞んだ日 月日 |酔似1<0I 月日

期普レパル 揮し.可た まあまあ 島」畠』ョた

合最高! 骨とても面白い口まあまあ.0....い郎、ち xつまらなかうた

.J畿の演足度{合-xのどれ必、で量出)1 '*'の僻値 {合-xのどれかで配入}【

内容祖介・感想ーメそー

&油 地
書名:

掛

ー累併

出版社 眠

院んだ日 月 四 臨み終えた関 月日

開審レ時‘' 掃し.可た ま~*~ 易し語、った

合最高! 骨とても面白い O.まあまあ t:J..，.いまいち x つまらなかった

.J院の過昆庫{合_xのどれかで記λ)( )本の岬価 {合、試のどれJJ'で配入)(

内本相介ー居間メ司"
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付録 2. 読書記録の英文例

Example: Instant book repoけ

1γ館 da book calkd 

Jtsa何 sωry. (adventure， mys町 sciencefiction， love， detective，伽り

lt主about

刀7Emain characters are . (names，jobs， personalities) 

Jn the story， there was a problem 

l li，恰'dld，泌が~like this book because 

付録 3.読書記録 :2013年秋学期

EXTU也前回崎 (Ca"l"噌咽閣時Eゆ由b 倒1白隅st~内

S守.d凹?同 mbu(

B抑制 |有 地

)Nar隅(

Iw耐 S

組 J

民国'噌，(旬刊噌 1 2 3 4 5 fun) (回sy 1234 5 d;f千四竹) |刷 制 的的古

白 例前理何?

Book 2 I刊，. Iw叫

耐吋 {同司 1 2 3 4 5 fun) (田町 12 3 4 5 耐山川 I Rev蜘

白 何制官"す

Book3 I Trtr Iw吋 ・

蜘噌{刷句 12 3 4 5 fun) (田町 12 3 4 5 d;ff;cu川 IRe町 村村会 |

印 刷 酬?

I TOfol附 由 糊由
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付録 4.Group Work Sheet 

Group Work Sheet P. 

防相.

Il'artrーー，電ートナ-11唱したこと

1 

b司事・ TP.制.....:
パートサ』倉唱1.1<二と

z 

b副都 TP.酬.，...:
パート←寸珂Eしたζ と

3 

I)at&: I竺竺:
パートす』喧冒したζt

41一一 一

あf.j:たが冨いたかったけど、曾えなかったこと

会館する時にで聖るようになったこと

品uienlnum舵r( ) Name( 

16 

自己肝偏

[留すとき1，骨冊闘すζとがで曹た o 0 企 X 

アイコンタクト曹とって醤した ーー一一一-0 0 d. x 

圃〈と剖つなn章吾世ヨたり.あいづちEうったりした--oO .d. x

相手司冒った二と音蝿り轟して喧Eした 一--o O d. x

自己静値

置すと曾J， ~柵歯す己とができた 手 od. x 

アイコン，クト曹とって醤した ・ーーーーーー唖 O 企 % 

[聞<1:I!Jつな害冨量豊檀うたり、あいづちをうったりした-0 0 .d. x 

帽事由冨ったこと壷帽り置Lて瞳Eした ー-0 0 d. ヌ

自己解値

I醤寸.!:I!J，分冊話サ=とができた o 0 d. x 

?イヨンタクトをとって置した ーーーーーー-00 企 X 

I周〈とき]つ..n.量償ったり‘あいづちをうったりした--o O .6. x

相手由官て3たごと聾岨り轟Lて植&I.t: --0 0 d. x 

自己餌偏

[1IIiすとI!)，分間置すZとがでI!た o 0 企 X 

アイコン9タト壷とって屈した ーー-00 d. x 

[聞<.!:I!Jつなn嘗幸世うた札畠いづち苦ううた"し仔-OO d. x

相手町置うたこと壷岨り軍して・.した ・一-0 0 d. x 

英慣で.えるようになったこk

骨後の慢.


